
う ごき 

52.421 

25.416 
27.005 
13.009 

の
 

口
 

ロ
 

人
 

人
 
男
 
女
 

総
 

（住民登録によ戸 昭 43. 3・1 現在） 

世 帯 数 
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鱒
鷲
郵
 

）欝
裏
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灘電舞
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鷲
鱗
騰
薄
 

、
‘
し
 

としの市行政のあらま 
一（市長施政方針より）ー 

●

」
 

昭和33年 9 月 1 日第三種郵便物認可 

nに＋
立
十
 

広
 

市
 

原
 

所
 

五
 響

難
鷺
『
 

最
近
の
産
業
の
め
ざ
ま
し
い

発
展
に
よ
つ
て
、
社
会
の
仕
組

み
も
変
つ
て
ま
い
り
、
そ
の
た

め
に
人
ロ
の
移
動
は
著
し
い
も
 

の
が
あ
り
 

ま
す
。
 

農
村
か

ら
都
市
へ

と
、
こ
こ

十
年
ほ
ど

で
人
口
配

置
は
全
く

逆
転
し
た

ば
か
り
で

な
く
、
所

得
の
面
で

も
、
社
会

資
本
の
面

で
も
、
年

々
都
市
と

農
村
、
中

央
と
地
方

の
格
差
が

大
き
く
な

つ
て
い
ま

す
。
 

こ
う
し
た
中
で
、
人
口
五
万

前
後

の
町
で
人
ロ
の
伸
び
た
例

は
少
な
く
、
多
く
は
減
少
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
当

市
の
場
合
、

こ
う
し
た
傾
向
と

は
逆
に
、
こ
こ
二
年
間
の
動
き

で
は
、
人
ロ
が
増
加
し
は
じ
め

県
内
で
は
八
戸
市
に
つ
い
で
、
 

伸
び
率
が
、
高
く
な

つ
て
い
ま

す
。
 

こ
の
原
因
と
し
て
は
、
拠
点

開
発
に
よ
る
松
島
団
地
の
造
成

と
、
公
の
投
資
に
よ
る
道
路
改

良
が
進
め
ら
れ
て
、
西
北
津
軽

の
中
心
的
役
割
を
果
す
基
礎
が

強
化
さ
れ
、
第
二
次
、
第
三
次

の
産
業
が
、
充
実
さ
れ
る
見
通

し
が
で
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
発
展
の
底
に
あ

る
思
想
は
、
水
を
治
め
て
新
田

を
切
り
ひ
ら
き
、
地
の
利
を
活

用
し
て
商
な

い
を
起
し
、
幾
度

か
の
災
禍
に
耐
え
ぬ
い
て
、
常

に
地
城
の
産
業
、
経
済
、
文
教

の
主
導
を
つ
と
め
て
き
た
、
た

く
ま
し

い
開
拓
精
神
と
五
所
川

原
根
性
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

つ
ま
り
、
青
森
、
弘
前
と
の

間
隔
を
た
も
ち
な
が
ら
、
西
北

津
軽
の
中
心
都
市
と
し
て
発
展

す
る
段
階
に
入
つ
た
と
考
え
る

べ
き
で
あ
り
ま
し
よ
う
。
 

こ
と
し
は
、
明
治
百
年
、
わ

が
国
が
近
代
国
家
を
形
づ
く
つ
 
 

て
か
ら
、
ち
よ
う
ど

一
世
紀
を

経
過
し
た
意
義
深
い
年
で
あ
り

ま
す
の
で
、
当
市
の
繁
栄
を
も

た
ら
す
契
機
に
し
た
い
も
の
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
視
野
を
世
界
に
広
げ
て

よ
り
以
上
の
振
興
を
も
く
ろ
む

べ
き
で
あ
り
ま
す
，
 

当
市
に
は
、
年
産
百
万
箱
の

り
ん
ご
が
あ
り
、
化
学
工
業
の

進
出
も
あ
つ
て
、
輸
出
実
績
を

今
以
上
に
伸
ば
す
可
能
性
は
十

分
に
あ
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
き
び
し
い
国
際
経

済
の
変
動
の
中
で
、
振
興
を
は

か
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は

な
い
と
考
え
ま
す
が
、
今
後
、
 

積
極
的
に
貿
易
の
振
興
に
も
目

を
む
け
て
、
地
域
経
済
の
充
実

策
を
進
め
て
ゆ
く
つ
も
り
で
あ

り
ま
す
。
 こ
れ
が
た

め
に
は

当
市
と
同
じ
悩
み
を
も
つ
町
が

世
界
の
先
進
国
に
も
数
多
く
あ

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら

の
町
と
友
好
を
交
換
し
あ
い
、
 

認
識
を

「
世
界
の
中
の
五
所
川

原
」
 
に
おい
て
、
日
本
人
と
し

て
の
誇
り
と
喜
び
を
か
み
し
め

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
繁
栄
へ

の
道
を
切
り
ひ
ら
い
て
ゆ
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
以
上
に
行
政

文
教
と
情
報
活
動
の
充
実
を
は

か
る
と
と
も
に
、
農
産
加
工
な

ど
の
開
発
を
考
え
、
都
市
計
画

も
生
産
、
流
通
、
教
育
に
加
え

て
観
光
を
も

一
体
化
し
た
道
路

計
画
の
実
行
を
急
ぎ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

近
代
化
を
阻
害
し
て
い

る
市
街
地
内
の
用
水
堰
の
統
廃

合
を
津
軽
地
域
総
会
開
発
計
画

に
お
け
る
濯
概
排
水
事
業
と
農

業
の
近
代
化
と
あ
い
ま
つ
て
下

水
道
施
設
を
考
え
あ
わ
せ
な
が

ら
進
め
る
つ
も
り
で
い
ま
す
。
 

さ
き
の
用
途
地
域
、
準

防
火
地
域
の
指
定
に
よ
り
土
地

の
合
理
的
利
用
と
不
燃
都
市
の

建
設
を
は
か
つ
て
き
ま
し
た
が
 
 

な
お
不
慮
の
災
害
を
考
え
で
，
 

防
火
緑
地
帯
を
配
す
る
方
策
を

進
め
て
い
ま
す
。
 

緋
鯉
 

こ
こ
百
年
の
歴
史
を
ふ
り
か

え
つ
て
み
る
と
き
、
先
覚
者
の

偉
業
が
な
お
生
き
て
い
る
こ
と

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
 

こ
の
恩
恵
に
感
謝
し
、
さ
ら

に
大
に
す
る
た
め
、
今
年
を
初

年
度
と
し
て
、
つ
ぎ
の
構
想
実

現
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
‘
 

①
行
政
サ
ー
ビ
ス
 

セ
 
ン
 タ
 
ー
 

市
民
の
利
便
を
第

一
に
考
え
て

各
行
政
機
関
な
ど
公
共
の
場
を

集
結
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
基

礎
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

③
青
少
年
開
発
セ
ン
タ
ー
 

農
商
工

一
体
の
繁
栄
を
図
る
た

め
の
青
少
年
養
成
機
関
で
、
郷

土
を
科
学
す
る
後
継
者
づ
く
り

を
推
進
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
 

③

ス
ボ

ー
ッ

セ
ソ

タ

1・
 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
も
近
く
完

成
少
年
用
グ
ラ
ン
ド
三
道
会
館
 

（柔
、
剣
、
弓
）
も
形
が
整
う
の
で

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
活
用
し
て

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
 

④
未
来
の
都
市
づ
く
り
 

駅
裏

一
体
が
自
然
発
生
的
に
無

秩
序
な
形
で
宅
地
化
さ
れ
て
い

る
の
で
、
再
開
発
の
面
か
ら
区

画
整
理
を
進
め
、
理
想
的
な
円

形
の
街
を
つ
く
り
あ
げ
た
い
。
 

ま
た
、
都
市
核
を
中
心
に
環

状
線
、
放
射
線
状
に
新
長
期
道

路
計
画
を
進
め
て
ゆ
く
つ
も
り

で
あ
り
ま
す
。
 

昭和 43年 4 月 25 日発行 	第 187 号 

毎月 5. 15. 25 日発行 	一部 2 円 

発行所 五所川原市役所 

，佐々木市長 
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三
月
十
六
日
か
ら
二
十
九
日
ま

で
の
十
四
日
間
開
か
れ
、
昭
和

四
十
三
年
度
予
算
な
ど
四
十
七

議
案
を
審
議
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た

二
の
議
会
で
、
き
ま
つ
た
主

な
議
案
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。
 

ム
昭
和
四
十
二
年
度

一
般
会
計

補
正
予
算
。
 

△
昭
和
四
十
ニ
年
度
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
。
 

ム
昭
和
四
十
二
年
度
市
立
西
北

中
央
病
院
事
業
会
計
補
正
予

算
。
 

ム
昭
和
四
十
三
年
度

一
般
会
計

予
算
。

‘
 

△
昭
和
四
十
三
年
度
水
道
事
業

会
計
予
算
。
 

ム
昭
和
四
十
三
年
度
市
立
中
央

病
院
事
業
会
計
予
算
。
 

ム
五
所
川
原
市
文
化
財
保
護
条

例
。
 

△
五
所
川
原
市
松
島
会
館
条
例

△
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

の
委
員
の
選
任
。
 

、
ム
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
。
 

△
監
査
委
員
の
選
任
。
 

△
収
入
役
の
選
任
。
 

△
そ
の
他
、
条
例
の

一
部
を
改

正
す
る
条
例
し
 

昭
和
四
十
三
年
度
一
般
会
計
予

算
の
概
要
は
、
前
年
度
に
比
べ

て

一
億
三
千
二
十
五
万
三
千
円

多
い
、
十

一
億
四
千
五
百
八
十

万

一
千
円
と
な
り
ま
し
た

予
算
編
成
に
あ
た
つ
て
は
、
 

財
政
再
建
完
了
の
初
年
度
で
あ

り
ま
す
の
で
、
健
全
財
政
を
保

ち
な
が
ら
、
行
政
水
準
の
引
き

上
げ
と
市
民
福
祉
の
向
上
を
基

調
と
し
て
い
ま
す
。
 

三
月
定
例
市
議
会
は
、
 さ
る
 

笹森議長 

条
査
ー
舶

α
ai
歴
男
き

ま

る
 

合 計 25.423万円 

科目別予算状況 

ロ歳 入 	単位千円 

市 	 税 	335.150 
地 方 交 付 税 	322.500 
分担金及び負担金 	62.436 
使用料及び手数料 	31.461 

合 	計 	1.145-801 

ロ歳 出 	単位千円 

20. 530 
150. 392 
294.316 
40. 121 
11 .632 
85. 899 
18.937 

113. 601 
56. 230 

254.636 
4.488 

89.977 
1.410 
3.632 

1.145.801 
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市政ニユース ② 

主 な 建 設 事 業 

公営住宅建設事業費 2.551万円 農業構造改善事業費 4.057万円 

	

児童館建設事業費 	426万円 	公園 整備 事 業 費 1.086万円 

防火水槽建設事業費 270万円 五一中屋体建設事業費 5.720万円 

	

南小校舎増築費 	731万円 	農道】改良 事 業 費 	400万円 

市道新設改良事業費 1・672万円 給食センター建設事業費 1.828万円 

	

」、保健体育施設事業費 	489万円 	災害 復~日 事 業 費 	446万円 

	

失業対策事業費 	1 .204万円 	そ 	の 	他 4.543万円 



市政ニニ1ーース ③
 

佐
々
木
市
長
が
三
年

前
に
発
案
し
た
、
恒
例

の
小
中
新
入
生
に
贈
る

記
念
植
樹
は
、

四
月
九

日
午
前
十
時
よ
り
五
所

川
原
小
学
校
で
、

ま
た

午
前
十
時
半

よ
り
は
第

一
中
学
校
で
、

佐

々
木

市
長
、
永
井
教
育
長
等

が
出
席
し
て
苗
木
の
贈

呈
式
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
 

こ
と
し
の
新
入
生

は
 

全
市
で
小
学
校
千
十
七
名
、
中

学
校
千
百
四
九
名
で
梅
九
五

一
一

本
、
桜
三
入
〇
本
、
そ
れ
に
準

園
花
で
あ
る
さ
つ
き
八
三

四
本

の
三
年
苗
木
を
植
え
ま
し
た
。
 

贈
星
式
に
五
小
で
は
三
上
聴
 

君
が
、
ま
た
五
一
中
で
は
下
山

明
君
が
そ
れ
ぞ
れ
元
気

に
「
記

念
樹
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
し

つ
か
り
と
両
足
を
大
地
に
ふ
ん

ま
え
て
、
希
望
の
大
宇

宙
に
飛

躍
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
 

ことしも新入生に苗木を贈る 程
 
曲
門
 

・

沙
栄

日
 
b
一
町
 

第1回目 第2回目 投与場所 	時 刻 区
 

小
 

地
 
畔

毘
 
梅
長
三
松
鱗
 

町．小曲 4月25日 5月 9 日 中央公民館 午後1時～3時
沙 門 4月26日 5月10日 毘沙門出張所 午後1時～2時 
栄 	 ク 	ク 	栄 支 所 	, 

沢 	ク 	ク 	梅 沢 支所 	ク 

橋 4月30日 5月13日 長橋診療所午育加0時～12時 

好 	,, 	 三好診療所 午後1時～ 2時 

島 	ク 	ク 	松島 支所 	ク 

詰 5月 1 日 5月14日 飯詰 支所 午後i時～2時 

和 	ク 	ク 	七和 支 所 	ク 

itl ー 	ク‘ 	ク 	中川 支所 	ク 

地区で呑まない者 5月2日 5月15日 ，中央公民館 午後1時～3時 
HフJ 

ク
 

ク
 
ク
 

ク
 
ク
 

て皆さんの都合のよレ場所で受けても結構です。 

4 古料金は1回につき40円です。ただし生活保護家庭、市民税の 

ー非課税は無料です‘ 

5.’毎子手帳I誌れり編必らず持参ください。 

d
,
 

＜小児マヒ生ワクチン投与について＞ 

今年も次の日程で生ワクを投与しますから、該当するお子さんに 

は必らずのませてください。 

1. 該当するお子さん 

① 昭和42年 1 月中に生まれたお子さん （一回投与） 

② 昭和42年 2 月 1 日から 12月31日までに生まれたお子さん 

（ニ回投与） 

③ 昭和43年 1 月中に生まれたお子さん （一回投与） 

特

別
職
人
事
が
き

ま
り

ま
し

た
 

四
月
一
日

付
で

総
数
九
十

名
以

上
の
人
事
異

動

が
発
令
さ

れ
、
 

八
日
、
議
場
で

辞
令
交

付
が
行

な
わ
れ
ま
し

た

今
回
の
異

動
は
 

「
世
界
の

中
の

五
所
川
原
」
と

し
て
の
発
展
と

明
治
百

年
記
念

事
業
実
施
の
足

場
を
つ

く
る
た

め
の
も

の
で
、
 

そ
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
 

す
。
 都
合
上
課
長
級
の
み

を
掲

載
い
た
し

ま
す
。
 

人
事
課
長
 
（
人
事
課
補
佐
）
 

平
 
山
 
浩

市
民
課
艮
 
（
教
委
社
教
課
長
）
 

山
 
田
 
秀
雄

建
設
課
長
 
（
専
門
検
査
員
）
 

鈴

木
荘

一
郎

都
市
計
画
課
長
 
（
会
計
課
長

）
 

今
 
実

水
道
課
長
 

（
建
設
課
長
心
得
）
 

寺
 
田
 
有

宏

会
計
課

長
心
得
（

市
民
相
談
室

「
 

長
）
 

山
田
 
芳
裕

市
民
文
化
会
舘

長
 
（
市

民
課

長
）
 
長

尾
政

五
郎

団
地
管

理
事
務

所

々
長
心
得
 

（
同
次
長
）
 
藤

田
藤

太
郎
 

収
入
役
の

任
期
満
ソ
、
空
席

の
監
査
委
員
、
教
育
委
員
、
固

定
資
産
評
価
審
査
委

員
が
三
月

二
十
九
日
開
催
中
の
定
例
市
議

会
に
上
程
さ
れ
、
万
場
一
致

で

次

の
と
お
り
き
ま
り
ま
し
た
。
 

収

入
役
 

中

谷
兼
太

郎

前
人
事
課
長
 
飯
詰
 

監
査
委
員
 

原
 

清
 
司

前
監
査
委
員
 
新
宮
町
 

教
育
委
員
 
小

野
 
雄

蔵
 

本
 
町
 

固
定
資
産
価
評
審
査
委
員
 

中

村
 
善

雄
 

田
 
町
 

教
委
社
会
教
育
課
長

（
監
査
委

員
会
事

務
室
長
）
沢
田
誠

l
I
一

教
委
学
校

教
育
課
長
（
分
院
事

務
局
長
）
 
葛
 
西
 

稔

監
査
委
員
会
事
務
局
長
兼
公
平

委
員
会
事
務
局
長
（
飯
詰
支

所
長
）
 

安

田
 
弥
十
郎

兼
分
院
事
務
室
長
 
（
事
務
局

長
）
 

佐

藤
 
正
雄
 

中谷収入役 原監査委員 小野教育委員 

「適材を適所に配する ~ 

~ーーー異動が行なわれましたー＝ 



 

少年用グランドいまいま 

  

i』
喜ソ
鯛！
柳
馴
藁
“
嘗
筆
茎

鶴
篇
g．
「
喜
。
驚
 

 

学
童
を
交
通
事
故
か
ら

守
り
ま
し
よ
う
 

市政ニユース ④
 

国
 

着
 

市
で
は
、
こ
と
し
も
新
し
く

入
学
し
た
お
子
さ
ん
た
ち
に
、
 

黄
色
い
帽
子
を
お
く
り
、
お
そ

ろ
し
い
交
通
事
故
か
ら
守
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
 

人
の
子
も
、
わ
が
子
も
同
じ

よ
う
に
、
守
つ
て
あ
げ
ま
し
よ

×ノ
。
 

◇
道
路
を
横
切
る
と
き
は
手
を

あ
げ
る
習
慣
を
つ
け
ま
し

よ
 

』
り‘
。
 

◇
子
ど
も
を
見
た
ら
、
自
動
車

は
徐
行
し
ま
し
よ
う
．
 

ハ
良
い
子
の
歩
行
は
 

い
つ
も
に
こ
に
こ
 

右
 
側
 

を
V
 

季
節
保
育
所

従
事

者
講
習
会

終
る
 

い
ょ
い
ょ
農
繁
期
を
迎
え
、
 

明
治
百
年
記
念
事
業
の
第
一

弾
と
し
て
、
市
長
構
想
の
少
年

用
グ
ラ
ン
ド
が
、
岩
木
川
原
に

つ
く
ら
れ
ま
す
。
 

本
年
度
委
節
保
育
所
従
事
者
講

習
会
は
、
四
月
十
五
、
六
、
七

日
の
三
日
間
市
内
下
平
井
町
市

福
祉
会
館
に
西
北
五
地
区
よ
り

三
十
三
名
出
席
し
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
 

講
師
に
は
、
 つ
つ
じ
ケ
丘
児

童
崩
の
長
尾
主
任
保
母
さ
ん
、
 

ひ
ま
わ
り
児
竜
館
の
太
田
主
任

保
毒
さ
ん
を
迎
え
、
北
は
市
浦
 

陸
上
自
衛
隊
第
九
師
団
、
盛

岡
駐
と
ん
施
設
隊
の
協
力
で
、
 

十

一
日
か
ら
作
業
が
始
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
 

そ
れ
に
さ
き
だ
ち
、
十
日
に

は
現
地
で
、
関
係
者
が
集
ま
り

着
工
式
が
行
な
わ
れ
、
市
側
か

ら
、
佐
々
木
市
長
、
笹
森
議
長

永
井
教
育
長
、
増
田
体
協
会
長

自
衛
隊
側
か
ら
、
池
田
一
佐
副

師
団
長
、
石
橋
二
尉
作
業
隊
長

外
隊
員
二
十
二
名
等
が
出
席
し

て
、
く
わ
入
れ
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
 

そ
の
後
、
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団

代
表
五
十
名
が
、
作
業
隊
に
感

謝
と
激
励
を
か
ね
て
、
花
束
と

お
菓
子
を
お
く
り
、
さ
つ
き
町

ス
ポ
ー
少
年
団
の
福
士
成
美
さ

ん
、
旭
町
同
、
木
立
和
子
さ
ん

平
和
町
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
の
松

橋
正
樹
君
が
「
夢
に
ま
で
み
た

グ
ラ
ン
ド
が
で
き
る
こ
と
は
う

れ
し
い
。
体
力
を
つ
く
り
、
立

派
な
人
間
に
な
る
よ
う
私
た
ち

も
頑
張
り
ま
す
。
」
と
元
気
に

お
話
し
ま
し
た
。
 

こ
の
グ
ラ
ン
ド
は
、
青
少
年

健
全
育
成
施
設
の

ー
つ
と
し
て

建
設
さ
れ
る
も
の
で
、
全
部
で

十

一
面
を
つ
く
り
、
完
成
後
は

ス
ポ

ー
ッ
少
年
団
、
子
ど
も
会
 

に
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て

い
て
、
そ
の
健
全
育
成
も
大
い
 

に
推
進
さ
れ
る
と
、
市
民
の
期

待
も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す

完
成
は
四
月
一
杯
の
予
定
で
す
 

村
ょ
り
西
は
秋
田
県
境
の
岩
崎

村
大
間
越
地
区
よ
り
も
出
席
し

て
熱
心
に
受
講
し
ま
し
た
。
 

今
回
は
特
に
若
い
受
講
者
が

多
く
十
代
が
十
六
名
も
参
加
し

注
目
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
本
市
関
係
修
了
者
 

水
野
尾
 

須
藤
や
な
（

5
4)
 

水
野

尾
 
伊
藤
栄
子
（
3
4)
 

戸
 
沢
 

長
内
ッ
サ
 
（4
8)
 

羽
野
木
沢
 
阿
部
フ
サ
 
（3
9)
 

行
政

相
談
 

お
受
け
し

ま
す
 

市
民
の
行
政
相
談
に
応
ず
る

行
政
相
談
員
が
皆
様
の
お
出
で
 

を
待
つ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。
 

毎
月
、
二
週
目
、
金
曜
日
 

小

島
 
ト
 
シ
 
委
員

毎
月
、
三
週
目
、
金
曜
日
 

坂
本
 
甚
作
 

委
員
 

電
話
線
の
切
り

か
 

え
工
事
に

つ
い
て
 

市
内
の
電
話
事
情
を
改
善
す

る
た
め
、
電
話
ケ
ー
ブ
ル
の
増

設
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
 

こ
れ
に
併
行
し
て
、
既
話
電
話

を
新
し
い
ケ
ー
ブ
ル
線
に
切
り

か
え
る
工
事
を
行
な
い
ま
す
。
 

切
り
か
え
は
、
四
月
か
ら
六

月
ま
で
に
終
る
予
定
で
、
故
障

の
起
ら
な
い
よ
う
細
心
の
注
意

を
は
ら
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

万
一
故
障
の
場
合
は
、
 一
】
 

二
番

（
試
験
係
）
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
 

（
五
所
川
原
電
報
電
話
局
）
 

お

詑
 
び
 

昭
和
四
十
三
年
、
三
月
ニ
十

五
日
付
、
第
一
八
六
号
の
二
面

行
政
こ
ん
談
会
五
所
川
原
会
場

の
写
真
を
間
違
つ
て
掲
載
し
ま

し
た
。
深
く
お
詑
び
し
ま
す
。
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